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UAVを用いた瀬戸内海島嶼沿岸部における藻場空間分布の解析

1.はじめに

1.1 研究の背景

➢ 藻場の保全や環境への影響の評価のために、藻場の生息状況
の詳細な把握が必要

-藻場-

・海藻や海草が群落を形成している場所

・水質の浄化、生物多様性の保持に貢献

・高度経済成長期に藻場面積は大きく減少

1.2 研究の目的
UAVを用いた多地点での空撮から島スケールでの藻場の詳細な
生息状況を明らかにする

２.研究の方法

場所 広島県尾道市生口島

期間 2021/7/20 ~ 7/25 

撮影 可視画像
高度150mから撮影

調査の概要

◼ 生口島周辺
の藻類

アマモ（小）

アオサ

アマモ（大）

３.結果

3.1 藻場分布の識別結果

◼ 解析の流れ

生口島の概要と撮影地点
• UAVによる空撮

• 空撮画像の合成

• 藻場の識別 最尤法（教師付き分
類）とIso-data法（教師なし分類）
を利用

• 藻場構成種の区別
底質及び水深により区別

• アマモ炭素量の試算
干潟における踏査調査から得られ
た関係式に基づく

４.考察

最尤法 A

B

Iso-data法

A B

精度評価 最尤法 Iso-data法

平均総合精度 0.92 0.73

平均F1-score 0.74 0.34

3.3 藻場構成種の識別
藻場構成種ごとの生息場所の違いを利用
最尤法での結果を利用

・海草
・砂・泥

底質の分類

海草

海藻
・海藻
・岩、礫

・検証点を補間し、
生息域を区別

・海藻、海草を
区別

底質の補完 水深の利用

・水深データ（M7000）
を利用

・アマモ（大・小）を区別

4.1 従来の調査との比較

4.2 アマモ炭素量の試算

藻場構成種の区別の結果

海藻、海草のエリア

水深データ

◼ （環境省, 2016）での調査
との比較

✓ （環境省, 2016）は衛星画像
により藻場分布を調査

✓ UAVによる空撮により衛星画
像からは判別できなかった
藻場の識別ができた

被覆面積と表面積の関係
y = 0.0002x2 + 0.4663x

R² = 0.9122
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表面積と炭素量の関係

✓ 干潟でのアマモ（小）の
被覆面積と表面積の関係
を利用

✓今後は他の構成種を含め、
より定量的な炭素量の評価
を行う予定

3.2 藻場分布の精度評価
・撮影地点ごとに検証点を150点設置し、目視により判別
・最尤法では良好な精度を得られたが、iso-data法での精度
は低かった

y = 1.5385x + 0.2062
R² = 0.9293
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・藻場は島の南東部、北部に広く分布

５.まとめ
・UAVを用いて島スケールでの藻場分布の識別を行った結果、
主に島の北部、南東部において藻場が広く分布していた

本研究は、日本学術振興会科学研究費 基盤研究(B)（No. 21H03650、
研究代表者：齋藤光代)の支援を受けて行われました。

・海藻類は島の南西部に主に分布、海草は水深の変化が小さい
場所に分布していた

・藻場炭素量の試算の結果、島全体での炭素量は15.6tであった

✓ 海藻は島の南西部に主に分布
✓ 海草は水深の変化が小さい場所に分布

総面積[ha] 総炭素量[ton]

49.6 15.6

今回の調査で新たに識別できた藻場


